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いれ げんじゅう く えきいたすべく
徒場に入，尋常徒人と区別致し，厳重駆役可致候，小藩に於て，各自一徒場を設け
ふ べん の むき
候條，不便之向は，府県大中藩に合併，或は四五藩中に一場を設け，費用は現石高に
さしゆるされるべくそうろう うかがいでるべく
































































































































































































































































































うちふみ なさざる なし もって
凡，手足を以て人を殴踏，傷を不成ものは笞二十。傷を成及び他物を以
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































復讐の名義を挟み濫りに相搆害するの弊，往々有之， 甚 以 不相済事に候，依之復讐
おおせいだされそうろう これあるにおいて つまびらか
厳禁被仰出 候 條，今後不幸至親の害せらるる者 於有之は，事実 詳にし，速に其
うったえでるべくそうろう もしそのぎなく なず しょすべくそうろう





























































































































































































































































































































１審 → ２審 １審 → ２審
出張裁判所
６３）林屋（２００６）１８頁以下













































































































































































































































１審 → ２審 → ３審
治安裁判所－始審裁判所－控訴裁判所－大審院































其方共儀参与横井平四郎邪教を唱るとの浮説を信し 擅 に殺害に及ひ 剰 其場を














よろしからず い けん あいもちいずひそか もうしつけられそうろう
身持 不宜 親の異見等も不相用窃に伊勢参宮し，其後帰郷之上離縁 被申付候に付，























此者，非常之怨を以故養父母を 及斬害， 剰 金子窃取候段不届至極之大逆罪に付，
もうしつけるべき はずあいなりそうらえども













にんじょうにおよび いささかこれなき はくじょういたし あやしき これなき




























































































３４８ 松山大学論集 第２１巻 第１号
たちまち はなはだもって ふ とどき
独逸国領事勤方ファーバー氏に邂逅し 忽 抜刀追遂して凶殺せし段， 甚 以不届の儀











































































































































































































































































































































３６０ 松山大学論集 第２１巻 第１号
瀧川政次郎『公事師・公事宿の研究』赤坂書院（１９８４）
団藤重光『刑法の近代的展開』弘文堂（１９４８）
手塚豊著作集 第四巻『明治刑法史の研究上』慶応通信（１９８４）
手塚豊著作集 第六巻『明治刑法史の研究下』慶応通信（１９８６）
富田正文（編）『福澤諭吉集』明治文学全集８，筑摩書房（１９６６）
中村英郎「近代的司法制度の成立と外国法の影響」『早稲田法学』４２巻１号，早稲田法学会
（１９６７）
仁井田陞『補訂中国法制史』東京大学出版会（１９６４）
日本史籍協会（編）『加太邦憲自歴譜』東京大学出版会（１９３１）
日本史籍協会（編）『大久保利通日記二』東京大学出版会（１９２７）
日本弁護士連合会『日本弁護士沿革史』日本弁護士連合会（１９５９）
橋本博（編）『改訂維新日誌』第二巻～第五巻，名著刊行会（１９６６）
布施彌平治『律令と儒教』第一分冊，宗文館書店（１９６４）
司法省ボアソナード氏『刑法草案注釈上巻』宗文館書店（１９８７）
法政大学『ボアソナード答問録』法政大学出版局（１９７８）
穂積陳重『法窓夜話』岩波文庫（１９８０）
穂積重遠『続法窓夜話』岩波書店（１９３６）
的野半介『江藤南白上』原書房（１９６８）
的野半介『江藤南白下』原書房（１９６８）
牧英正・藤原明久（編）『日本法制史』青林書院（１９９３）
箕作麟祥『佛蘭西法律書下巻』印書局（１８７５）
三宅雪嶺『同時代史』第一巻，岩波書店（１９４９）
森川哲郎『日本史暗殺１００選』秋田書店（１９７３）
吉野作造（編）『明治文化全集第八巻法律篇』日本評論社（１９２９）
我妻栄・林茂・辻清明・団藤重光（編）『日本政治裁判史録明治・前』第一法規（１９６８）
弁護士の誕生とその背景 ３６１
